
睡
眠
は
体
の
疲
れ
を
取
り
除
き
、

脳
や
神
経
を
休
息
さ
せ
て
疲
労
を
回

復
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
睡

眠
開
始
直
後
の
深
い
睡
眠
で
は
、
成

長
ホ
ル
モ
ン
が
盛
ん
に
分
泌
さ
れ
ま

す
。
成
長
期
の
子
ど
も
に
は
も
ち
ろ

ん
、
傷
つ
い
た
細
胞
の
修
復
や
新
し

い
細
胞
を
作
り
出
す
な
ど
、
新
陳
代

謝
を
促
す
役
割
も
あ
る
た
め
、
成
人

に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
睡

眠
中
は
免
疫
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の

が
、
白
血
球
や
リ
ン
パ
球
か
ら
分
泌

さ
れ
ま
す
。

〈
睡
眠
は
何
時
間
が
ベ
ス
ト
？
〉

睡
眠
の
長
さ
が
一
つ
の
目
安
と
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
理
想

的
な
睡
眠
時
間
は
人
に
よ
っ
て
様
々

な
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
睡
眠
は
時

間
の
長
短
よ
り
、「
起
床
時
に
充
足
感

が
あ
る
か
」「
昼
間
の
眠
気
が
多
く
な

い
か
」
な
ど
、
よ
く
眠
れ
て
い
る
の

か
を
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
快
適
な
眠
り
の
た
め
に
〉

■
早
起
き
が
早
寝
を
導
く

起
床
時
に
朝
日
を
目
に
す
る
と
、

体
内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

す
る
と
14
〜
16
時
間
後
に
体
温
が
低

下
し
、
さ
ら
に
１
〜
２
時
間
す
る
と

自
然
な
眠
気
が
現
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

光
を
浴
び
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
入
眠
時

間
が
決
定
す
る
の
で
す
。

■
夕
食
は
就
寝
３
時
間
前
ま
で
に

朝
食
は
、
体
温
の
上
昇
、
脳
や
体

の
目
覚
め
の
為
に
も
大
切
で
す
。
夕

食
は
就
寝
３
時
間
前
ま
で
に
済
ま
せ

ま
し
ょ
う
。
食
事
の
直
後
は
副
交
感

神
経
が
刺
激
さ
れ
て
眠
く
な
る
反
面
、

胃
が
活
発
に
活
動
し
、
そ
れ
に
伴
い

脳
も
働
き
続
け
る
た
め
、
質
の
高
い

睡
眠
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
昼
寝
は
20
分
間
、
入
浴
は
ぬ
る

め
の
湯
船

昼
食
後
に
眠
い
場
合
は
、
午
後
３

時
前
の
20
分
程
度
に
と
ど
め
ま
し
ょ

う
。
入
浴
は
、
38
〜
40
℃
の
湯
に
20

分
ほ
ど
入
浴
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

に
寝
る
態
勢
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
カ
フ
ェ
イ
ン
や
お
酒
は

カ
フ
ェ
イ
ン
の
作
用
は
４
〜
５
時

間
持
続
す
る
た
め
、
夕
方
以
降
は
麦

茶
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

お
酒
は
、
睡
眠
中
に
途
中
で
目
が
覚

め
や
す
く
睡
眠
が
浅
く
な
る
た
め
、

熟
眠
感
が
低
下
し
逆
効
果
に
な
り
ま

す
。

父
親
は
、「
僧
侶
（
仏
門
に
入
っ
て

修
行
し
て
い
る
人
）
を
し
て
い
る
関
係

で
、
書
斎
に
は
、
本
が
豊
富
に
沢
山
あ

り
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
か
え
る
。

「
戸
籍
上
の
名
前
は
『
須
賀
子
』
で
す

が
、
幼
い
頃
は
、
体
が
弱
く
病
気
が
ち

だ
っ
た
の
で
、
親
が
、
愛
称
（
本
名
以

外
の
名
前
）
で
『
の
り
子
』
に
改
め
、

以
後
、
の
り
子
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
た
。

「
文
学
（
思
想
・
感
情
を
言
語
に
よ
っ

て
表
現
す
る
芸
術
）
が
好
き
で
、
活
字

を
読
む
の
が
小
さ
い
と
き
の
楽
し
み

で
、
書
斎
で
一
日
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
」
と
語
る
。

短
歌
は
、
和
歌
の
一
形
式
で
、
５
・

７
・
５
・
７
・
７
の
５
句
体
か
ら
な
る

歌
。
今
日
、
和
歌
と
い
え
ば
こ
の
短
歌

を
さ
す
。

「
短
歌
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
昭
和

50
年
、
本
岐
で
造
材
業
を
営
ん
で
い
た

河
内
佳
信
さ
ん
が
『
津
別
短
歌
氷
柱
会
』

を
発
足
さ
せ
、
新
聞
で
会
員
募
集
の
呼

び
か
け
が
あ
り
、
入
会
し
た
の
が
始
ま

り
で
す
」
と
話
す
。

平
成
10
年
２
月
、
津
別
短
歌
氷
柱
会

長
の
河
内
さ
ん
が
逝
去
。

「
会
の
存
続
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
女

性
の
会
員
が
多
い
た
め
、
会
の
名
称
を

『
津
別
短
歌
つ
ら
ら
会
』
に
改
め
、
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

「
例
会
は
隔
月
ご
と
に
、
北
見
在
住
の

長
野
た
つ
え
先
生
の
指
導
を
、
受
け
て

開
催
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

「
吟
行

ぎ
ん
こ
う

（
短
歌
、
俳
句
を
作
る
た
め
に
、

郊
外
、
名
所
を
歩
く
こ
と
）
会
は
、
年

２
回
、
自
然
に
触
れ
、
即
興
で
短
歌
を

作
り
、
皆
さ
ん
で
勉
強
し
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

短
歌
は
「
自
由
な
発
想
で
、
字
数
が

多
い
分
、
表
現
が
楽
で
す
。
若
い
人
の

感
受
性
（
直
感
的
に
そ
の
印
象
を
感
じ

取
り
、
心
に
感
動
を
呼
び
さ
ま
す
こ
と
）

は
、
私
た
ち
と
も
ま
た
違
う
の
で
、
希

望
と
し
て
は
、
若
い
人
た
ち
と
も
交
え

て
、
一
緒
に
勉
強
を
し
た
い
で
す
」
と

話
さ
れ
た
。

短
歌
は
、
加
賀
谷
さ
ん
の
生
活
の
一

部
で
、
創
作
活
動
は
今
後
も
続
く
。

かがや　すがこ　さん／昭和６年11月網走で生まれる／78歳／緑町在住

さ
ん

短
歌
は
生
活
の
一
部

加
賀
谷

須
賀
子
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子
供
た
ち
に
は
元
気
で
力
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
て
ほ
し
い
で
す

水
上
　
佳
朗

さ
ん

みずかみ　よしろう さん／昭和61年５月生まれ

活汲児童クラブに勤務／西４条

睡
眠
は
免
疫
活
性
化
に
も
働
く
!?

平
成
21
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
２
月

16
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

期
限
近
く
に
な
り
ま
す
と
、
混
雑
し
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
書
は
お

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、所
得
税
の
還
付
申
告
に
つ
い
て
は
、２
月
16

日
前
で
も
税
務
担
当
で
申
告
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

２
月
16
日
以
降
の
申
告
受
付
は
次
の
と
お
り
で

す
。

受
付
場
所

役
場
税
務
担
当
④
カ
ウ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
11
時
ま
で

午
後
１
時
〜
５
時
ま
で

な
お
、
右
の
受
付
時
間
に
仕
事
等
の
都
合
で
来
ら

れ
な
い
状
況
の
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、
夜
間
の
申
告
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。（
期
間

は
申
告
期
間
中
で
、
午
後
８
時
ま
で
と
し
ま
す
）

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方

は
、
そ
の
申
告
書
用
紙
、
源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公

的
年
金
）、
印
鑑
、
国
民
年
金
控
除
証
明
書
、
国
保

税
・
介
護
保
険
料
の
領
収
書
、
生
命
保
険
・
地
震
保

険
・
旧
長
期
損
害
保
険
控
除
証
明
書
、
医
療
費
控
除

を
さ
れ
る
方
は
領
収
書
を
個
人
ご
と
に
分
け
、
病
院

等
ご
と
の
合
計
額
を
計
算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
所
得
税
の
還
付
金
が
出
る
方
は
申
告
者
名
義
の

銀
行
口
座
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

作
成
コ
ー
ナ
ー
で
も
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
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所
得
税
確
定
申
告
は

お
早
め
に

２
年
前
か
ら
放
課
後
児
童
指
導
員
と
し

て
町
内
で
勤
務
し
、
今
は
活
汲
児
童
ク
ラ

ブ
で
子
供
た
ち
の
健
康
と
安
全
を
見
守
る

水
上
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
ま
で
津
別
で
過
ご
し
、
ス
ポ

ー
ツ
関
係
の
職
を
目
指
し
江
別
市
の
北
翔

大
学
短
期
大
学
部
人
間
総
合
学
科
ス
ポ
ー

ツ
科
学
系
を
専
攻
。
卒
業
ま
で
に
保
健
体

育
の
中
学
教
諭
免
許
や
健
康
運
動
実
績
指

導
者
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
放

課
後
児
童
指
導
員
は
短
大
卒
業
後
す
ぐ

に
、
町
内
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
誕
生

し
た
こ
と
や
子
供
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
現
在
に
至
る
そ
う
で
す
。

趣
味
は
サ
ッ
カ
ー
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
ダ

ー
ツ
と
多
彩
。
サ
ッ
カ
ー
は
小
学
生
の
頃

か
ら
始
め
、
今
は
北
見
市
の
３
部
リ
ー
グ

に
在
籍
し
、
司
令
塔
と
し
て
チ
ー
ム
を
牽

引
し
て
い
ま
す
。「
一
昨
年
、
昨
年
と
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
い
る
リ
ー
グ
の
ア
シ
ス

ト
王
に
な
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
す
。
ボ
ー
リ
ン
グ
と
ダ
ー
ツ
は
、

友
人
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
３

年
ほ
ど
前
か
ら
本
格
的
に
始
め
、
今
で
は

週
に
何
度
も
通
う
ほ
ど
熱
中
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
「
旅

行
に
出
か
け
て
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
た
い

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。


